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札　幌　の　冬
　　　　　　　佐々木三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繍　　v

糠華1爾嚢嚢嚢護購，．騨、　、
猛威に対抗，しかし冷静に観察している．積雲のボーリソグ，密度測定，内部の粒j九の微変化，遠心分離による含水

測定，色素浸潤による融卑，火の浸透，地下埋設自記雨量計での融雪水の実測など・それに雲面の変伝浸蝕状態など，

確実に事象をとらえていっている．春先きの融雪水の利川，雲面交通o）確保など雲Hの生活に既にこれらが役立って

来ている．より快的な冬を過すことが掲きる日の近いことをわれわれは信じている・（札幌管区気象台）
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　忍耐の生活，自然現象に一応人間が雌伏し

耐え忍んでいるのが冬の札幌の姿，樹々もす

っかり葉を落し幹も枝も煤煙で黒ずみ，新線

など思いもよらず白と友色と黒と，あらゆる

ものが況滞そのもの．厚い積乱雲におおいか

ぶされ降りしきる雲の中を人間も厚い防寒衣

に，目だげ出した防寒晴，足取りも重く一切

が鈍重に動く．自然の完ぺきな支配下にある

と見られよろ．

　北海道や樺太には越年の野火とい弓ものが

ある．秋に燃え出した泥炭地の火が冬中地下

に余じんを保ち．春先に叉燃上ってくるそれ

をい弓のである．雪1は地面をおおい自然景観

を一変するが，叉地面の過度の冷却を防ぐ，

浸潤する水と自然の冷却，これに耐えて火は

雪の下に残る．そ弓して春先き導が消えて温

度が昇り，乾いた風が吹きはじめると猛然と

燃えはじめる．たいていの人はその潜勢力に

驚くに違いない．

　人間は野火より彊い．寒さにも吹雪にも決

して負げていない．雲におおわれて一見それ

と劃らないだけである．われわれの周囲を見

よう．沸つても除けても雲は降り積る・沙漠

の漂砂のよ弓に粉零は移流する。通路を作れ

ばたちまち粉雰がこれを埋める．雪の少い地

方を基華に施設されている測器は雲の中に没

してしまう．器械の金属部分に触れればたち

まち手の皮をむいてしまう．冬の観測は極寒

との戦いである．

　高層の気温はどこも大差ないかも知れな
い．しかし下界は違5．高厨観測も下界で行

弓のだ．以上の障害の外に暖地製気球の寒冷

地輸溌，低温時のガス充履による変質など，

問題は多く存在する．われわれはこの自然の

　台風のよりよき理解のための上暦気流の研究の重要性・・
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